
株式会社ワクラ村田製作所の事業適応計画のポイント 令和４年５月２７日

<事業適応計画の概要> <取組の内容イメージ>

1. 事業適応計画の実施期間
令和４年５月 ～ 令和５年３月

2. 生産性向上目標
事業者全体で炭素生産性を47％向上させる。

3. 前向きな取り組みの内容
自家消費型の太陽光発電設備を敷地内に設置し、当該設備
による電力を自社内で使用することで、外部からの電力購入額を
削減する。これにより、二酸化炭素排出量を年11％削減し、炭
素生産性を向上させる。

4. 支援措置
税制措置(カーボンニュートラルに向けた投資促進税制)

⚫ 従来よりモノづくりにおける環境負荷低減の活動を実施しているところ。

⚫ 現在は「気候変動対策の強化」を重点課題に選定し、温室効果ガス削減の総量目標を掲げて事業運営を行っている。脱炭素の取り組
みを加速させることでより効率的にエネルギーを使用し、製品当たりの二酸化炭素排出量削減に繋げていく。

⚫ 本計画では、自家消費型の太陽光発電設備を敷地内に設置し、当該設備による電力を自社内で使用することで、外部からの電力購
入額を削減し、炭素生産性を向上させる。


